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５．公開活用計画
　（１）動線計画

現状における来場者の動線は、武田氏館跡歴史館と主郭（武田神社）に訪れるものの整備地

点まで到らないものが大半であり、史跡の整備範囲全域を巡る回遊動線の創出が課題となる。

本来、動線は来場者が各々の目的に応じて自由に物語を綴りながら巡るものではあるが、史

跡の価値への理解が得やすいポイントや武田氏館跡歴史館との連携、ボランティアガイドの活

動が効果的に展開しやすいモデルコースを設定して、サイン類や案内マップ等に活用する。

①　館の基本構造を知るコース

　武田氏館跡歴史館→主郭（武田神社）→大手門周辺→御隠居曲輪・無名曲輪・稲荷曲輪

→味 曲輪〈土塁・堀・馬出〉→西曲輪→梅翁曲輪→武田氏館跡歴史館・駐車場

主郭本来の出入り口は大手門である。しかしながら、武田神社の参道となる堀を橋で越える

南側からの進入が一般的であり、主郭を大手門から出て大手門東史跡公園を見学の後、北側の

各曲輪を経て西曲輪、梅翁曲輪に到る。整備した主要地点や主郭・西曲輪の虎口・堀・土塁の

規模を体験できる効率的な動線となる。

動線①　館の基本構造を知るコース　S=1:4000
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　　武田氏館跡歴史館→大手門周辺→竜華池・躑躅が崎展望地点→主郭（武田神社）→西

曲輪→味噌󠄀曲輪〈土塁・堀・馬出〉→稲荷曲輪・無名曲輪・御隠居曲輪（要害山への眺望）

→主郭（西土塁・堀・土橋石垣）→梅翁曲輪→武田氏館跡歴史館・駐車場

館の構造をより深く知る動線であり、曲輪の配置や堀・土塁の壮大さを体感する。

館跡本来の正面となる大手門周辺から主郭に入り、西曲輪、味噌󠄀曲輪ほかの北側の各曲輪を

巡り、再度大手門から主郭を経て梅翁曲輪に到る。堀・土塁や要害山などの眺望地点を楽しみ

ながら館跡の構造を最も理解できる。主要な遺構の他、館の防御性の高さを体感するための副

動線として土塁上や堀底を視点場とする方策を検討し、館跡を総合的に体験できる動線を作る。

動線②　館の構造を探求するコース　S=1:4000
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